
私
た
ち
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て

い
け
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？

岩
手
医
科
大
学
の
櫻
井
滋
教
授
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

―
感
染
予
防
の
方
法
は
？

　

基
本
は
、「
在
宅
」と

「
手
洗
い
」。不
要
不
急
の

外
出
を
避
け
、せ
っ
け
ん

で
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

も
ち
ろ
ん
、ア
ル
コ
ー
ル

消
毒
も
有
効
で
す
し
、

マ
ス
ク
を
す
る
こ
と
で

感
染
し
づ
ら
く
も
な
り

ま
す
。し
か
し
、感
染
症

の
予
防
は「
足
し
算
」で

は
な
く「
引
き
算
」。あ
れ

こ
れ
や
る
よ
り
も
、ま
ず
は
基
本
を

徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

　

感
染
防
止
の
た
め
、岩
手
医
科
大

学
で
は
、「
集
ま
ら
な
い
」「
近
づ
か

な
い
」「
飛
沫（
つ
ば
）を
飛
ば
さ
な

い
」「（
も
の
を
）共
有
し
な
い
」「
互
い

に
触
れ
な
い
」の
５
つ
か
ら
な
る

「
べ
か
ら
ず
５
か
条
」を
掲
げ
て

い
ま
す
。ウ
イ
ル
ス
は
、場
所
や

も
の
を
共
有
す
る
、自
分
の
顔
に

触
る
こ
と
で
人
か
ら
人
に
う
つ
り

ま
す
。そ
れ
を
防
ぐ
に
は
、「
在
宅
」

と「
手
洗
い
」が
大
切
で
す
。
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プロフィール
岩手県気仙郡住田町出身。
金沢医科大学医学部卒。
胸部外科・麻酔科臨床研
修医修了、呼吸器内科
専門医、岩手医科大
学医学部教授、感染
制御部部長・ICD

新型コロナウイルス感染症の
感染拡大防止に向けて

新型コロナウイルス感染症の
感染拡大防止に向けて

　県民の皆さまには、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に向けた取り

組みに対して、多くのご協力をいただいていることに心から感謝申し上げます。

　新型コロナウイルス感染症の全国的な感染拡大は、社会・経済のあらゆる分

野に深刻な影響を及ぼしています。

　岩手県では、県民の命と健康を守ることを最優先にしつつ、将来にわたって

安心した暮らしを確保するため、医療体制の拡充や、中小企業者への

支援をはじめとした取り組みを進めています。オール岩手でこの

危機を乗り越えていきましょう。

　皆さまには、引き続き、密閉・密集・密接のいわゆる「３つの密」を

避けるとともに、丁寧な手洗いや咳エチケットをはじめとする基本

的な感染症対策を守っていただくよう、改めてお願いします。
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［緊急特集］新型コロナウイルス感染症対策

岩
手
県
知
事
よ
り
、

　
　
　
　
県
民
の
皆
様
へ

新型コロナウイルス感染症関連情報
岩手県における新型コロナウイルスに関する最新情報は右のQRコードまたは
以下のURLからご覧ください。

https://www.pref.iwate.jp/kurashikankyou/iryou/covid19/index.html

岩手県　コロナウイルス 検 索

●お話を伺った人

櫻井 滋 教授

新型コロナウイルス感染症かも…？と思ったら新型コロナウイルス感染症かも…？と思ったら
―
家
で
の
過
ご
し
方
は
？

　

家
族
同
士
で
も
で
き
る
だ
け
離

れ
て
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。気
分
転
換

に
外
を
散
歩
す
る
こ
と
は
問
題
あ

り
ま
せ
ん
。両
腕
の
届
か
な
い
範
囲

を
目
安
に
、他
の
人
と
距
離
を
と
り

ま
し
ょ
う
。

―
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
の

　
見
分
け
方
は
？

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
場
合
、発
熱
な
ど
の
症
状
は
風
邪

と
同
じ
で
す
が
、人
に
よ
っ
て
は
長

引
い
て
肺
炎
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、39
度
以
上
の

高
熱
が
２
日
程
度
続
い
て
ピ
ー
ク

を
迎
え
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で

は
、微
熱
が
１
週
間
以
上
続
く
こ
と

岩手県知事

※
2
0
2
0
年
4
月
20
日
取
材
。 
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風邪のような症状発熱 強いだるさ・息苦しさ 味覚・嗅覚障害がある

まずは、電話で相談を！まずは、電話で相談を！

基
本

最
大
の

予
防
策

を
守
る

こ
と
が

が
あ
り
ま
す
。

　

発
熱
、強
い
だ
る
さ
、息
苦
し
さ

な
ど
の
症
状
が
あ
る
場
合
、直
接

病
院
に
行
く
の
で
は
な
く
、ま
ず
は

相
談
窓
口
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

―
家
族
が
発
熱
し
た
場
合
の

　
対
応
は
？

　
「
部
屋
や
食
事
を
分
け
る
」「
お
風

呂
の
順
番
を
最
後
に
す
る
」「
ト
イ

レ
な
ど
を
使
っ
た
後
は
ア
ル
コ
ー

ル
消
毒
す
る
」な
ど
で
す
。発
熱
が

な
い
家
族
の
方
も
、お
お
む
ね
２
週

間
は
学
校
や
職
場
に
な
る
べ
く

行
か
ず
に
、症
状
が
出
な
い
か
経
過

を
観
察
し
ま
し
ょ
う
。

―
最
後
に
、メ
ッ
セ
ー
ジ
を

　
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
在
宅
」「
手
洗
い
」の
基
本
を

し
っ
か
り
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、岩
手
の
医
療
は
、他
県
の

医
師
や
物
資
の
お
か
げ
で
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。他
県
か
ら
入
っ
て

き
た
方
に
、む
や
み
に
偏
見
を
持
つ

こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

シンプルに
「在宅」「手洗い」を
徹底しましょう！

FAX.019-626-0837

帰国者・接触者相談センター
岩手県庁 医療政策室

019-651-3175 24時間対応
土日祝も実施

※県内の各保健所でも対応しています。

新型コロナコールセンター

厚生労働省

0120-565653
午前9時～午後9時／土日祝含む

※窓口に電話がつながらない場合、かかりつけ医に電話で相談しましょう。

以下の症状がある場合
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県民の皆さまへのお知らせ県民の皆さまへのお知らせ

新型コロナウイルス感染症により経済的にお困りの方へ新型コロナウイルス感染症により経済的にお困りの方へ
県民の生活を守るための経済的支援を行っています

県庁税務課

県庁地域福祉課

019-629-5208

019-629-5425

事業者の皆さまへのお知らせ事業者の皆さまへのお知らせ 資金繰りに万全を期すため金融支援などを行っています

お問い合わせは各市町村担当課へ
（県庁市町村課　   019-629-5233）

県教育委員会事務局教育企画室

お問い合わせは各学校へ
019-629-6112
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（県庁学事振興課　019-629-5042）

高等学校に通う生徒の保護者の家計が急変した世帯に対して、
授業料の減免の支援を行っています。

高等学校に通う生徒の保護者の家計が急変した世帯に対して、
授業料以外の教育費負担を軽減するための給付金を支給しています。

市町村が、住民基本台帳に記録されている方を対象に、
一人につき10万円の特別定額給付金を世帯主に支給しています。

県教育委員会事務局教育企画室(公財)岩手育英奨学会が、世帯収入が大きく減少し、
緊急に奨学金が必要になった高校生などに対して、奨学金を貸与しています。

休業などに伴う収入減少により、経済的に困窮し、住居を失う恐れが生じている方
などに対して、家賃相当分の住居確保給付金を支給しています。

納税が困難な方に対して、県税の「徴収猶予制度」があります。
（詳しくはP13をご覧ください）

県庁経営支援課 019-629-5542
019-629-5544

売上高などが減少している中小企業者（個人事業主を含む）を対象に、3年間無利子で、
保証料を全額補給し、経営の安定のために必要な資金の融資を実施しています。

県庁団体指導課 019-629-5699経営に影響が生じている農業者・漁業者に対し、負債の借換えのための利子補給を
実施しています。

県庁畜産課 019-629-5721

0120-115-570

県内の肉用牛農家が県内の和牛子牛市場から肥育素牛を導入するために
必要な経費の一部を支援しています。

県庁観光・プロモーション室
019-629-5574宿泊事業者が行う前売り宿泊券の発行に要する経費を補助しています。

県庁経営支援課 019-629-5544
019-629-5547

県からの休業の協力要請に応じた中小企業者（個人事業主を含む）に対し、
協力金を支給しています。
※休業要請に関することは、県庁保健福祉企画室（019-654-8073）までお問い合わせください。

お問い合わせは各市町村担当課へ
（県庁経営支援課　  019-629-5544
　　　　　　　　　019-629-5547）

経営に影響が生じている中小企業者（個人事業主を含む）に対し、
県と市町村が連携して家賃などを補助しています。

公立

私立

県教育委員会事務局教育企画室

お問い合わせは各学校へ
019-629-6109

019-629-6109

（県庁学事振興課　019-629-5042）

公立

私立

お問い合わせは持続化給付金事業コールセンターへ国では、売り上げが前年同月比で50％以上減少している中小企業者、
フリーランスを含む個人事業者、その他各種法人などを対象に、
事業全般に広く使える持続化給付金を支給しています。 （県庁経営支援課　  019-629-5544）

雇用の維持に向けた支援を行っています
国が、事業主を支援するため、
雇用調整助成金の助成率の引き上げなどの特例措置を実施しています。

お問い合わせは岩手労働局職業対策課分室 
助成金相談コーナーへ 019-606-3285

事業活動が縮小した中小企業を支援するため、
県と市町村が連携して雇用調整助成金の上乗せ補助を行っています。

お問い合わせは各市町村担当課へ
（県庁定住推進・雇用労働室
　　　　　　　　　019-629-5591）
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